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1 はじめに
近年，地方自治体による行政情報のオープンデータ

化が日本国内で注目されている [1]．日本政府はオー
プンデータの定義を「機械判読に適したデータ形式で，
2次利用が可能な利用ルールで公開されたデータ」で
あり「人手を多くかけずにデータの二次利用を可能に
するもの」と定めている 1．地方自治体や政府が行政
情報を公開することで，行政の透明性や市民参加の向
上が見込まれるとされる [1]．西田らは，行政情報の
オープンデータ化を積極的に行っている自治体として
鯖江市を取り上げ，それをもとに他の自治体で行政情
報を公開する利点などについて報告している [4]．西
田らの報告では，行政情報のオープンデータ化は，大
規模な自治体のみの事例にとどまらず，小規模な自治
体でも様々な効果が見込まれるとしている．しかし，
他の自治体の事例をそのまま踏襲するのではなく，そ
れぞれの自治体の現状に合わせた情報の公開，利活用
が必要であると述べている．
関西大学高槻キャンパスの所在地である高槻市でも

行政情報のオープンデータ化が進められている．しか
し，公開されているデータ数が少なく，活用事例も限
定的であり，その有用性を検証できる段階には至って
いない．本研究ではこうした背景の下，高槻市のオー
プンデータを用いた複数のアプリケーションの実装を
行い，それらを通じて公開された行政情報の有用性を
明らかにすることを目的とする．

2 高槻市の現状
高槻市では，将来の都市像を定め，その都市像を実

現するための施策として 2011年から第 5次高槻市総
合計画が進められている．その計画が 2016年で中間
である 5年を迎え，計画の中間見直しが行われた．そ
の中間見直しの中で，今後の課題の 1つとして「将来
的な定住人口増加を目指し，市内外に対して高槻市の
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1 http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/
ictseisaku/ictriyou/opendata, 2016/12/1 確認

図 1: 防災アプリ 図 2: 防犯アプリ

情報を発信する」ことを挙げ，市を挙げて情報発信を
行っていく事を目指している [3]．
第 5次高槻市総合計画の中間見直しでは，今後の取

り組みの方向性として「都市機能の充実」，「安全・安
心のまちづくり」など大きくわけて 8項目について述
べられている [3]．その中で，本研究では「安全・安
心のまちづくり」の項目にある防災，防犯と，「産業
の振興」の項目内の観光に着目し，これらに関係する
アプリケーションを作成することにした．その目的の
下，本稿では高槻市が公開している「避難所・施設情
報」，「イベント情報」，「公共施設情報」などのデータ
を利用したアプリケーションを実装し，高槻市が抱え
る課題に対し，期待される効果について考察する．

3 実装
3.1 防災アプリケーション
現在高槻市が公開しているハザードマップは PDF

形式などであり，現在地などの表示ができず，最も近
い避難場所の位置などを把握しにくい問題がある．ま
た，今後高槻市は災害について対策の強化を目指すこ
とを課題の 1 つとし，災害が発生した際の被害を最
小限に留めることを防災の基本的な考え方としている
[2]．このような背景の下，ユーザの現在地を取得・利
用した防災モバイルアプリケーション（以下，防災ア
プリと記す）として実装した（図 1参照）．
防災アプリでは，高槻市が公開している避難所・施
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図 3: イベント選択画面 図 4: 経路案内画面

設データと，国土交通省の国土数値情報ダウンロード
サービスで公開されている浸水想定区域データを利用
する．図 1のように，高槻市内に存在する避難所・施
設データを赤いピンで，浸水が想定される区域を青い
透明のレイヤで可視化している．
防災アプリを用いることで，実際に避難が必要に

なった際に，現在地から最も近い避難所・施設はどこ
であるか俯瞰的に認識することができ，素早く適切な
避難所・施設まで避難でき，減災につながると期待さ
れる．

3.2 防犯アプリケーション
高槻市は，ひったくり等の街頭犯罪は減少傾向にあ

るが，子どもや女性に対する犯罪への対策は今後の課
題であるとしている [3]．高槻市内で発生した犯罪情
報を市民へ情報伝達する手段として，犯罪発生情報を
リアルタイムに提供するメールサービスである「安ま
ちメール」がある 2．このメールサービスは文章だけ
の情報提示のため，犯罪の発生が身近に感じられない
といった問題がある．
実装した防犯アプリケーション（以下，防犯アプリ

と記す）では，大阪府警察が「安まちアーカイブ 3」で
公開している女性被害情報と，高槻市内に存在する警
察署・交番情報を使用する．図 2のように，女性被害
が発生した地域を赤い半透明の円で，警察署・交番を
ピンを用いて可視化している．
防犯アプリをユーザが実際に使用することで，特に

女性被害が多発してる地域などを認識できるようにな
り，ユーザの防犯意識向上につながると期待される．

2 http://www.info.police.pref.osaka.jp/，
2016/12/1 確認

3 https://www.police.pref.osaka.jp/cgi-bin/
anmachi.cgi/gateway/，2016/12/1確認

3.3 イベント推薦アプリケーション
高槻市は，住民らによる市営バスのより積極的な利

用を目標とし，サービスの向上などを図っている．近
年，高槻市営バスの利用者は減少傾向にあり，今後ま
ちづくりと連携したバスサービスや，安心・安全・快
適かつ効率的なバスサービスの供給が必要であるとし
ている [3]．そこで，高槻市のバス利用促進を目的と
し，ユーザが空き時間に参加できるイベントの推薦を
行うアプリケーション（以下，イベントアプリと記す）
を実装した（図 3及び図 4参照）．
イベントアプリでは，高槻市のイベントデータと，そ

のイベントが開催される施設情報のデータを使用する．
これらのデータは，高槻市のホームページで HTML
形式で公開されている情報を参考に CSV形式で作成・
利用している．ユーザは図 3に表示された赤いピンの
中からイベントを選択する．経路ボタンをタップする
と，図 4へ遷移し，高槻市営バス等の公共交通機関を
用いた経路案内が表示される．
ユーザの空き時間に参加できるイベントを表示する

ことで，ユーザは時間を有効に使用することができ，
高槻市は市営バスの利用促進やイベントの参加者増加
などの効果が見込まれる．

4 おわりに
本稿では，高槻市のオープンデータを用いた 3つの

アプリケーションを実装し，期待される効果について
述べた．今回使用したデータの中には，オープンデー
タの定義に則った形式で公開されているデータもある
が，HTML形式で公開されているデータや，利用の際
に申請が必要なデータなども含まれる．これらのデー
タが機械判読に適した形式や，誰にでも 2次利用が可
能な形式などで公開されることで，より有用なアプリ
ケーションやサービスが作成されることが期待される．
また本研究では，オープンデータの最高ランクとさ

れる LOD（Linked Open Data）の概念は用いていな
い．今後は，現在使用しているオープンデータを LOD
として利用することで，より有用なアプリケーション
として実装することを課題とする．
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